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民
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向
日
間
u
r
u
、
を
削
へ
つ
つ
、
そ
の
巾
に
人

日
の
獣
、
山
生
姉
州
及
死

ι卒
、
人
川
山
年
齢
別
、
列

女
別
及
川
方
別
、
五
n
w
H
仁
人
H
W
M
脊
H
A

河
内
向
官
昨
日
円

の
Boz-
の
制
告
よ
h
、
常
然
減
収
る
べ
き
諦
州
定
を

包
合
せ

L
む
る
山
み
な
ら
す
、
売
業
U
H
制
作
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洲
定

を
も
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す
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も
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ピ
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峨
業
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筑
銀
、
物
倒
生
産
・
州
同
質
弘
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組
輪
そ
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副
羽
仁
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ぼ
す
こ
ピ
ピ
せ
ん
か
、
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統
計
拾
穂
抄

錐

民
文
の
分
間
介
は
諸
方
に
嫁
大
せ
ら
れ
、
一
枇
曾
事
叉
は
経

務
出
品
干
の
研
究
者
に
ご

b
、
直
接
に
興
味
を
惹
(
ぺ
量
、

統
計
的
研
究
の
大
部
分
は
そ
の
中
に
包
容
せ
ら
れ
ん
己

評
説
じ
乍
ら
、
別
に
仰
民
文

ω確
貨
な
る
限
界
を
、
定

一
百
す
る
こ
ご
を
遜
げ
し
は
、
英

ω大
家
図
。
色
々
が

統
計
皐
仁
闘
す
る
そ
の
一
好
著
仁
於
て
採
れ
る
態
度
な

h
、
(
え
巴
2
5
E
m
O『
印

E
E
E
+
E
-
8
P
可
)
此
一
事
に

よ
れ
り
て
も
略
推
測

L
得
ぺ
き
が
如
〈
、
民
文
又
は
民
誌

の
一
曲
学
名
を
、
使
用
す
る

ι
ご
を
全
然
越
り
ん
ご
す
る

者
は
兎
も
角
ご
[
、
之
を
探
国
博
す
る
者
の
聞
に
あ
・
り
て

も
、
そ
の
用
法
医
々
に
流
る
る
を
見
る
、
(
世
骨
統
計
諭
綱

初
版
回
七
百
以
下
及
凹
九
六
頁
以
下
品
世
間
間
)
今
諸
国
撃
者
に
よ
る

之
が
用
例
段
港
の
跡
を
大
観
す
る
仁
、
同
事
名
ぞ
の
も

の
Z
し
て
も
、
消
長
循
環
的
常
道
を
歩
み
つ
、
ゐ
る
か

を
諮
ら
し
め
、
特
に
叉
人
口
の
幕
開
的
研
究
に
於
け

る
、
娩
近

ω
一
風
湖
を
徴
せ
し
む
る
に
足
る
も
の
ゐ
る

を
以
て
、
柳
が
そ
の
大
要
を
窺
は
ん

Z
欲
す
。

民
文
工
ふ
語
山
り
俊
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者
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岳
山
口
O
O
Z
Z
E
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一

入
五
五
年
之
を
以

τ庚
義
に
て
は
人
類
心
自
然
史
比
枇

曾
史
正
解

L
、
(
そ
曲
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古
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人
制
の
計
政
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山
由
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主
前
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比
一
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枇

ω遊
民
換
言
す
れ
ば
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死
統
計
論
と
に
醐
す
る
二
刷
以
升
に
、
智
能
的

道
徳
的
砕
設
に
闘
す
る
一
日
嗣
在
、
合
む
こ
と
を
註
怠
す
ベ

LO)
一
層
限

ら
れ
た
る
意
義
に
よ
れ
ば
、
人
口
、
そ
の
一
般
品
開
動
、

そ
の
身
的
民
事
的
智
能
的
及
道
徳
的
状
腺
の
、
政
事
的

知
識
な
b
t
解
L
た
ち
、
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E
m
E
E五
号

F
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Z
-
官

同

盟
、
円
)
岡
書
は
才
気
を
窺
は
し
む
る
も
の
な
L
Z
せ
5
る

も
、
材
料
を
極
め
て
一
線
較
に
取
扱
ひ
、
叙
説
一
般
的
に

流
れ
語
法
瞬
除
の
嫌
ゐ
・
9
、
寧
ろ
岡
民
的
単
純
な
る
叙

事
腕
す
吋
き
も
の
あ
h
し
が
、
次
い
で
獅
逸
の
河
口
E
I

O

一
山
口
は
、
統
計
製
品
理
に
閲
す
る
一
八
六
三
年
の
論
文
に

一
於
て
、
民
文
中
に
人
口
統
討
論
、
経
済
統
計
論
、
閲
化

統
計
論
を
包
合
せ
し
め
た
る
も
、
政
治
生
活
の
記
述

は
、
岡
家
の
事
問
ご
し
て
の
氏

ω
所
湖
周
家
誌
印
訂
早

E
Eロ
庁
に
崩
せ
し
む
吋
し
正

L
、
同
国
り
先
人
同
戸

内
包

2
の
問
中
説
じ
よ
る
、
一
影
響
士
窺
は
し
む
る
ご
共

に
、
。
丘
一
E
E
の
新
血
午
名
を
襲
用
せ
る
が
、
伊
岡
田
ア

ロ目。
E
の
如
〈
、
右
山
見
解
に
同
意
せ
る
者
を
も
生
じ

た
h
o
(河
町

E
Z
E
白
地
下
説
は
詳
し
{
之
を
紹
介

L
、
史
評
論
す
る
の

値
あ
る
も
.
右
O
前
丈
比
徒
に
叫
即
け
る
民
心
諦
地
作
を
も
、
併
せ
考
ふ
る

自
弾
あ
る
の
み
な
ら

f
、
そ
の
所
説
は
在
年
四
地
中
音
に
も
、
深
甚
な
る
限



柵
言
及
ぼ
せ
る
も
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あ
る
を
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て
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弐
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圃
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す
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仁
開
花
己
は
民
文
の
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を
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、
民
衆
の
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町
内
円
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来
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す
る
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治
紋
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を
叙
設
し
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の
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き
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て
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右
新
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す
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や
、
果
然
右
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精
一
脚
に
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つ
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計
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比
較
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を
承
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し
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り
、
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〈

τ
何
回
開
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の
皐
設
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早
一
研
究
の
必
要
を
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説
し
て
立
も
、
統
計
事
は
事
貨
に
謹

岡
島
名
の
創
刊
品
者
ご
同
説
た
ら
す
、
且
又
そ
の
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稽
を
十
り
て
之
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き
こ
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b
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叉
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下
会
開
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民
文
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氏
理
工
ム
話
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毛
一
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一
新
せ
し
め
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る
正
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る
貢
献
ケ
諸
国
家
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初
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逸

ω接
者
間
に
も
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制
令
仁
普
通
に
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さ
一
平
に
及
ぼ
す
を
得
ん
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せ
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』
開
・

4
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4
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E
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れ
ん
詞
こ
し
た
り
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-
】
れ
一
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そ
の
常
時
に
際
曾
し
て
、
一
反
拙
到
の
燐
火
4V-
揚
「
る
に
至
れ
h
，
、
(
ケ
ト
レ
ー
の
閉
山
九
八
七

m
Z
H
U
E
-ハ
て
ふ
名
稀
を
、
単
純
な
る
方
法
論
己
[
て
の
一
目
、
国
司
巳
『
-
言

2
E
2
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E
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印
玉
参
問
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普

峨
近
統
計
事
に
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1
し
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叉
そ
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意
義
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之
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ら
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岩
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Z
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Z
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Z
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は
、
今
日
詐
品
に
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ら
れ
き
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一
拍
よ
"
す
る
も
珍
特
と
す
る
に
足

ご
す
る
の
皐
説
器
削
せ
る
よ
り
、
濁
立
賞
与
ご

L
て
の
一
え
き
れ
E
百
入
品
逸
印
刷
鼎
中
、
之
を
貧
弱
な
る
崩
書
巾
ー
に
納
も
る
の

統
計
平
に
封

L
、
之
に
代
る
べ
き
一
新
名
稿
を
附
興
せ
一
川
町
柑
合
を
摘
む
を
得
、
岡
鼎
珍
田
中
山
珍
と
す
べ
き
は
、
同
若
田
中
若
布
に
上

ん
正
す
る

ω、
試
運
に
促
3
れ
た
ゐ
所
砂
き
に
非
争
、
一
り
一
草
さ
れ
た
る
、
該
博
の
誠
、
高
却
の
見
に
存
す
る
を
知
れ
旬
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有
人
一
は
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日
立
な
(
之
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一
説
副
た
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器
開
口
m
E
o
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、
訓
山
詣
一
他
日
制
統
計
酔
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よ
り
、
著
者
詳
評
山
植
令
を
叫
ん
と
慾
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)
郎
も

も
な
く
民
事
を
詰
味
。
す
)
の
新
商
に
よ
ら
ん
ご
せ
る
は
、
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「
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は
論
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た
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、
「
右

ω名
稲
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民
主
)
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一
見
幾
分
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球
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述
た
る
の
B
岡
田
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の
類
推
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よ
る
も
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な
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的
な
る
も

ωを
布
す
、
き
れ
い
と
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細
に
察
せ
ん
か
、
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、
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れ
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ω統
計
耕
界
は
、
由
来
統
計
皐
を
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そ
の
中
に
は
統
計
的
一
問
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概
念
を
、
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に
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人
口
出
品
干
の
碗
宛
上
、
之
を
二
部
門
に
分
も
二
重
ゆ
名

目
を
立
つ
る
の
艇
な
る
を
、
必
中
L
も
固
執
す
る
者
に

非
争
、
而

L
t
叉
「
民
文
」

τふ
一
諸
に
よ
ら
ん
か
、
抽
象

的
叉
普
遍
的
な
る
、
法
則
窮
理
の
閣
宇
な
b
芭
の
凱
念
を

起
き
し
む
る
よ
h
も
、
温
T

ろ
草
純
に
叙
事
的
な
る
一
事

問
な

h
t
の
似
念
を
、
喚
起
せ
し
む
る
の
庭
れ
あ

h
ご

せ
る
、
後
設
ぐ
冨
恒
三
そ
の
他
の
息
子
者
の
意
見
を
も

賛
成
す
る
こ
ご
な

t
o
(旦
同
E
O
R
O
回

3
2・
M
I
E
n
宮
島

ロ
o
E
。
叫
日

hu--OH
目
u
u
一
色

汎
言
せ
ん
か
働
伊
の
帥
学
者
は
、
民
文
て
よ
語
を
大
般

に
承
認

L
、
叉
之
を
汎
博
に
解
す
る
を
例
ざ
す
‘
而
し

て目白州例区同巴目
no
回】
o
n
r
叶
白
山
広
再
戸
内
山
O
氏』
Z
3

耳
目
ν
E
E
』区内

庁
印
官
民
ω
伸一
A
c
p
.
-∞
・
凶
・
&
-
∞
血
は
此
風
潮
を
代
表
せ

る
作
物
に
し

τ、
叉
削
合
に
早
〈
現
は
れ
た
4

も
の
な

b
、
同
時
に
ぎ
右

Z
E
が
前
記
統
計
事
綱
要
中
間
書

に
下
せ
る
評
論
は
.
獅
州
統
計
肌
午
風

ω
一
相
遣
を
窺

u

し
む
る
に
足
る
己
共
に
、
踊
叫
逸
に
於
け
る
附
中
説
山
愛
選

を
、
反
映
せ
し
む
る
山
一
助
に
供
l
得
べ
き
を
以

τ、

以
下
之
を
誇
載
す
べ

L
。

備
園
に
現
は
れ
た
る
統
計
皐
の

車E

鉱

統
計
拾
穂
抄

一
著
書
仁
し
て
、
開

な
の
紡
ド
っ
き
冨
話
回
目
ω
r
o
p
円
の
著
書
(
そ
自
制
限
刊

行
は
一
入
七
二
年
な
る
を
油
意
す
ペ
し
)
を
想
起
せ

L
む
る
も
、

之
に
比
し
て
意
義
に
富
み
、
又
一
層
貴
重
な
る
は
巴
。
停

の
前
記
著
書
な
bd
、
此
著
書
な
〈
て
も
亦
阪
に
、
経
済

問
学
者
及
統
計
卒
者
ご
し
て
、
椛
名
を
馳
せ
た
る
著
者

は
、
仰
岡
統
計
局
に
就
職
し
、
極
め
て
良
好
な
る
仰
国

統
計
の
編
纂
者
花

h
し
ょ
h
、
か
、
る
若
過
に
常
る
の

素
養
・
山
・
l
品川な
L
だ
す
べ
〈
‘
濁
逸
話
に
も
通
じ
た

り
、
同
著
は
阿
編
に
H
T
た
る
、
郎
、
ち
(
一
)
歴
史
編
目

Es

p
広
告
企
5
(
二
)
理
論
締
官
注
目

p
gユ
官
。
(
一
二
)

悦
務
縮
官
邑
0
1
u
r
-
5
(四
)
膝
用
編
印
も
民
文
日
出
町
h

R
O

宅
Z
Aロぽ
O
E

口
合
同
O
四

EEo
は
之
な
旬
、
岡
著

は
幾
多
の
貴
重
な
る
材
料
を
合
み
、
著
者
が
統
計
準
及

去
の
歴
史
に
精
通
せ
る
を
示
す
、
叉
統
計
皐
の
断
念
及

峨
分
に
闘
す
る
彼
の
判
断
及
見
解
に
は
、
徹
底
し
E
正

し
き
も
の
ゐ
る
も
、
そ
の
中
に
は
説

ω勤
務
不
定
己
矛

盾
ご
を
後
見
す
ぺ
し
、
こ
は
巴
o
n
r

が
特
妹
統
計
論

的
ち
闘
別
現
況
叙
一
耕
ご
、
普
通
統
計
論
卸
ち
比
較
研
究

的
説
理
ご
を
幅
別
せ
す
、
之
を
引
離
し
て
取
扱
は
玄
る

噂
】
ご
に
そ
の
理
由
を
後
す
、
最
も
貴
重
な
る
部
分
は
諸

(
A
静
六
抗

第
二
十
三
在

凹

) 

C 



雑

錐

首
相
ニ
サ
三
谷

(
第
」
九
日
制
一
四
二
)
一

o

統
計
拾
組
抄

困
統
計
局
の
歴
史
を
、
極
め
て
完
全
に
報
告
せ
る
第

三
編
な

h
、
最
も
弱
味
に
富
む
は
第
四
編
応
則
統
計
論

削
も
民
文
な
hJ
、
此
名
目
的
下
氏
は
五
草
を
取
扱
へ
一
人
口
統
計
諭
一
審
一
凹
凹
商
品
以
下
及
ニ
各
一
C
五
百
以
下
中
に
も
あ
日
)

h
、
詳
言
す
れ
ば
(
二
人
口
統
計
論
(
二
)
道
徳
統
計
論
一
要
す
る
じ
統
計
些

ω
部
K
る
人
口
統
計
論
的
み
を
・

(
一
二
)
致
命
回
統
計
論
及
品
脱
出
円
統
計
論
(
問
)
経
済
統
計
論
恥
一
而
も
亦
秘
か
に
不
完
全
叉
不
精
確
仁
、
示
す
仁
過
ぎ
ざ

曾
統
計
論
(
五
)
政
治
統
計
論
は
之
な
b
、
材
料
分
類

ω
一
る
民
文
て
ふ
名
目
は
、
問
中
山
介
よ
ち
一
市
ぞ
り
ら
れ
ん
ニ
古

紙
抗
よ
ろ
し
き
を
管

t
Eな
L
品
車
両
る
以
外
仁
、
そ
一
守
』
そ
訓
話
ま

L
り
れ
。
(
間
百
一

2
5向
。
円
印
伊
M
O
N
S
)

の
各
宰
り
蕗
迎
不
充
分
己
ず
べ
き
も
山
あ
り
、
一
層
不
十
以
上
諸
凶
仁
於
り
る
「
民
文
」
の
用
例
を
説
F
来
れ

良
な
・
り
ご
す
べ
き
は
.
膳
則
統
計
論
又
は
民
文
縮
会
部
↑

h
、
今
向
少
し
〈
獅
逸
山
町
内
子
界
仁
於
げ
る
現
況
に
照

が
、
歴
史
及
理
論
を
取
扱
へ
る
二
航
中
、
統
計
山
中
の
瓶
一
し
、
有
力
な
る
山
中
者

ω意
見
ご
す
べ
き
も
の
に
一
瞥
信

念
及
職
分
に
う
昔
、
吐
露
さ
れ
た
る
見
解
及
原
則
仁
矛
一
加
へ
、
叉
見
越
が
す
べ
か
ら
5
る
晩
近
山
一
風
潮
を
窺

后
す
る
こ
正
な

b
、
却
も
布
耐
編
仁
ゐ

hτ
は
、
全
然
一
ふ
の
目
的
土
、
以
下
〈
-

V

時々
3

回
2
2
Z
Eロ
muuggt

〉
n
F
2
4
山
口
振
を
刷
述
L
、
か
の

h
r
n
F
O
担
当
ω
一
-
振
り
一
民
F

N
・
〉
z
p
H
・
H
i
w
p
E
P
m
w
-
N
N
中
岡
話
仁
つ
旨
説
付

統
計
皐
を
回
調
れ
い
る
こ
同
学
に
、
分
た
ん
正
せ
る
百
民
自
に
る
所
を
骨
子
ご
し
て
、
補
説
す
る
所
ゐ
ら
ん
か
。

反
謝
せ
る
も
、
そ
の
肱
周
編
に
あ
b
τ
は
統
計
事
を
、
人
口
の
元
来
及
人
口
の
諸
厨
に
闘
す
る
統
計
的
袋
取

計
数
に
よ
b
表
草
釘
設
さ
れ
得
ぺ
き
部
分
の
み
じ
限
れ
一
に
よ
h
J
、
授
り
ら
る
、
も
の
、
全
部
を
以

τ、
確
然
劃

hd
、
氏
は
明
か
に
民
文

τ
ム
名
稽
の
俊
明
者
た
晶
、
一
定
吉
れ
た
る
人
口
統
計
論
の
内
容
に
一
崩
す
ご
す
る
ニ

の己

E
E
の
著
書
に
よ
h
戚
化

?
:
ζ
Z甚
大
な
h

一
己
、
か
の
「
民
文
」
又
は
命
名
上
間
半
問
的
に
一
層
そ
の
鋭

缶
、
の
ロ
ロ
-Rι

の
本
書
は
多
く
を
期
待
す
べ
〈
、
大
な
鋒
を
研
け
も
「
民
理
」
り
、
時
ご
し
て
混
濁
き
れ
た
る
一

る
考
裳
及
抱
負
を
以
て
、
世
じ
出
で
た
る
著
書
な
る
概
念
の
下
仁
、
同
様
な
る
解
蒋
を
奥
へ
ん
古
す
る
が
如

も
‘
根
祇
に
於
て
は
一
好
事
家
の
非
科
率
的
一
業
績
な

b
(向
の

E

一E
E
に
討
す
る
戸
川
戸
町
主

E
の
許
読
は
、
そ
の
世
帯
普
祖



〈
す
べ
き
に
非
?
、
統
計
準
而
も
宵
際
統
計
撃
の
濁
立

せ
る
一
一
端
正
し

τの
人
口
統
計
論
叫
明
か
に
劃
定
さ
れ

た
る
概
念
に
あ
り
て
は
、
仮
A
T
ば
d

予
冨
山
可
叫
が
そ
の

著
書
に
於
て
採
用
せ
る
も
り
、
如
(
、
人
口
の
存
在
，
生

成
及
衰
滅
の
上
に
、
普
通
の
人
吉
し
て
意
義
ゐ
b
t
さ

れ
つ
、
、
現
は
る
べ
き
も
の
、
全
部
之
に
蹄
す
、
き
れ

ば
己

τ人
口
大
量
制
察
の
特
別
細
目
正
し

τ、
人
口
統

計
論
的
槻
貼
以
外
の
一
糊
踏
よ

b
、
意
義
ゐ

h
芭
す
べ

き
も
の
、
詳
細
な
る
解
析
が
、
統
計
皐
の
他
の
諸
編
仁
、

濁
す
正
な
し
得
べ
き
こ
子
宮
尽
ぞ
〈
る
・
』
己
な
し
、
恨

A

ザ
ば
婚
姻
、
出
生
及
死
む
事
情
の
特
殊
逸
軌
は
、
複
製
品
者
或
は
、
質
問
平
と
し
て
白
統
計
瞳
存
在
す
〈
告
己
と
を
拒
み
た
り
土
s

道
徳
統
計
論
古
し
て
引
離
し
一
括

L
τ
取
扱
J

得
ぺ
き
る
も
、
そ
山
単
旬
に
は
別
箇
白
一
名
制
t
掲
げ
う
っ
、
批
脅
大
量
由
貿
質

所
な

b
・
又
人
口
職
業
大
別
の
一
般
綜
覧
は
、
人
口
統
的
串
間
世
、
再
読
す
る
白
山
単
に
出
づ
る
ζ

と
を
兎
れ
品
購
ね
ん
a
と
せ

1
術

計
論
に
も
亦
嵐
す
芭
す
ぺ
き
も
、
職
業
別
及
そ
の
枇
曾
宅
。
民
-
。
苧
E
T
印

-S)
幕
間
的
人
口
論
の
代

h
に
、
民

的
分
居
の
完
全
細
目
は
、
事
ろ
経
済
統
計
論
の
基
本
間
理
(
又
は
民
主

τム
名
目
を
選
ぴ
た
り
ご
せ
ん
か
、
か
〈

題
ピ

L
て
取
扱
ふ
を
可
己
す
、
き
れ
ば
人
口
統
計
論
ご
一
呼
ば
れ
た
る
知
識
範
闘
を
以
て
、
人
口
統
計
論
の
知
識

統
計
皐
の
他
の
諸
部
門
正
の
聞
に
、
調
・
々
の
関
聯
ゐ
一
範
囲
え
同
義
な

h
r
一
蹴
す
る
を
可
ご
す
、
従
ひ
て
叉

・9
、
さ
れ
ど
之
が
柁
め
に
嘗
該
研
究
部
門
の
、
原
則
的
一
「
民
迎
'
を
特
に
狭
義
に
用
ゐ
、
抽
象
的
常
理
の
立
定
丈

に
判
然
分
た
れ
た
る
分
界
を
妨
「
る
こ

t
な
し
Q

(

前
描
け
に
限
h
、
意
味
せ

L
め
ん
正
す
る
も
亦
他
な
ら
十
(
前

喜

一

主

及

大

頁

)

開

3
日
5
由
所
置
に
問
ナ
ベ
し
、
)
一
元
来
「
民
現
」

τ
ふ
語
は
金

雑

〈

第

六

枕

一

回

一

ニ

)

一

O
ニ一一一

錐

続
許
卦
態
抄

「
民
理
」
て
ふ
名
目
を
、
「
事
問
的
人
口
統
計
論
」
て
ふ

名
目
ピ
、
同
義
に
使
用
す
る
は
適
切
な
ら
守
、

(
4
5
1

4
r

一λ
九
七
年
ω
若
古
人
口
統
計
論
初
版
九
頁
中
、
計
酎
及
計
世
に
上
る

甑
申
告
に
本
づ
〈
、
人
口
の
俳
誌
及
蛮
民
組
歴
の
冊
質
問
説
、
却
ち
「
醗
世

人
円
諭
」
l
l
「
制
四
人
口
論
」
に
劃
立
す
る
も
自
主
L
ての
'
l
l
目
、
「
民

国
」
と
も
呼
ぶ
を
適
切
主
す
と
設
け
る
に
反
L
、
新
版
中
「
別
に
開
〈
考
指

す
る
所
あ
り
」
と
し
て
、
か
〈
改
め
L
は
誌
位
ナ
ペ
し
)
苫
れ

y-統
計

皐
は
一
方
法
論
に
外
な
ら
宇
己
の
、
見
解
を
採
れ
る
者

が
、
分
明
に
劃
定
さ
れ
た
る
一
知
識
範
凶
仁
ハ
き
て
の

把
握
を
、
失
は

5ι
ん
が
た
め
に
な
す

ω要
あ
る
が
如

〈
、
(
ぐ
日
rHM4斗一三
M
g
E
H
H
Z
凹耳目
B
F
ド
』
ロ
E

印

u
u

には

曲
二
十
三
巻

「一一一一一一一一



O 

回

雑

1ft. 

統
計
拾
穂
抄

(
第
六
披

第
二
十
一
二
巻

一
回
凹
)

(
不
要
正
な
し
得
ぺ
き
所
な
る
が
、
右
の
意
味
に
よ

b

新
奇
を
諸
ふ
O
立
場
を
採
ら
ん
か
、
円
注
目
E
r
o
h司
自
託
業
の
ぬ
O
官
a

之
を
使
用
し
た
hJ
ピ
せ
ん
が
、
そ
は
・
貨
仁
一
層
弘
〈
普

]
E
r
L
2
F
N一目円
F
2
0
5
5
-
ど
の
叫
に
倣
叱
人
H
O
肱
錠
的

カ
而
に
刷
す
る
研
究
に
就
き
り
auo宮
}
】
門
戸
庁
の
新
説
を
提
唱
す
る
は
、

及
せ
る
名
目
「
民
文
」
に
比
し
、
勝
れ
与
吉
す
吋
し
、
蓋

所
調
「
人
口
問
姐
」
白
解
決
策
判
野
に
岨
し
き
、
門
局
簡
に
あ
り
て
は
或
は
相

L
民
文

t
識
は
ん
か
、
た
め
に
人
口
統
計
論
の
研
究
正
臨
は
し
か
ら
ん
平
)

し
て
は
、
人
口
の
構
造
及
境
問
此
に
閲
す
る
叙
事
に
て
そ
一
九

O
一
年
の
刊
行
に
か
か
る
前
記
甲
山
町
ロ
刊
の
「
民

の
手
を
牧
柏
、
恰
も
削
牢
問
的
統
計
論
の
至
要
内
容
を
な
一
文
原
理
」
は
、
定
量
及
定
質
の
封
立
を
、
人
口
皐
の
之

す
ぺ
き
、
抽
象
的
前
理

ω立
定
を
、
断
念
す
る
の
外
観
を
一
仁
該
嘗
す
べ
き
償
問
蝦
仁
、
利
用
せ
る
者
の
嶋
矢
ピ
せ
ら

喚
起
せ
し
む
べ
き
を
以
て
な
h
o
G
同
a
F
5
3円
F
了
。
、

(
n
E
0
2
5
2
N、出
2
F
3口同
2
2
3
出
品
)
そ
は
兎

き
nrOEO-一戸高
5
ι
P
2
2
言
口

0
2
5
5
5
k
-岡
山
宮
目
一
も
角
諸
名
目
の
下
に
、
人
口
の
定
質
的
方
而
に
閲
す
る

目
玉
・
〉
目

E〈
-
E
P
H
S
N・
伊
凶
唱
団
も
同
意
見
世
回
路
せ
り
、
唯
名
一

研
内
九
を
開
拓

L
、
か
く
て
人
口
の
事
閥
的
研
究
を
大
仁

監
正
し
う
す
る
こ
と
に
拘
耐
せ

γ
、
貨
を
採
り
て
越
む
の
趣
泡
に
よ
る
と
一

と
と
せ
ん
か
拠
に
の

2
3
r
Z地
理
、
町
内
O
H
o
q
を
地
文
と
し
つ
一
依
弘
せ
る
は
.
近
年
の
一
体
制
叫
楓
I
し
得
ぺ
き
所
な
り
、
・
4

っ
、
円
前
践
伊
川
一
山
研
究
主
主
れ
る
例
も
あ
り
、
「
民
さ
「
民
世
田
何
て
佐
岡
山
説
「
民
理
」
M
A
「
民
文
し
に
つ
き
て
見
る
も
、
之
が
使

れ
を
題
L
て
組
む
も
、
M

置
は
山
相
官
口
「
霊
視
」
E
L
て
、
「
λ
製
品
々
総
」
た
一
周
を
絞
り
、
多
少
一
小
岡
な
る
内
容
を
之
に
押
込
め
ん
ご

ら
し
む
る
に
あ
り
と
す
べ
か
ら
ん
、
現
に
縞
朝
一
世
白
紙
一
事
よ
り
す
る
も
、
単
一
す
る
こ
苫
は
、
同
じ
〈
右
の
風
潮
に
腕
ら
れ
て
惹
起
吉

川
上
田
一
章
と
は
な
L
詰
る
が
号
、
差
出
1
0
5
5
i
一
れ
た
久
的
も
近
年
衛
生
干
の
後
越
さ
な

R
請
は
ヤ

c

へ
も
私
消
へ
り
、
民
文
は
諸
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